
  

 

 

 

 

令和２年中の駿東伊豆消防本部管内の火災発生件数は 124 件で、前年と比較すると 35 件減少しております。 

また、人口１万人当たりの出火率は 3.04件と全国平均より高く、火災の多い地域となっております。 

出火原因を見ると、たばこや放火又は放火の疑いによる火災が特に多く、次いで、たき火、こんろ、ストーブ、

となっており、火気の取り扱いに注意していれば防げたものがほとんどです。 

火 災 発 生 件 数        （単位：件） 

 

  

  

 

  

   

   

   

      

     

  

    

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  管内合計 沼津市 伊東市 伊豆市 伊豆の国市 東伊豆町 函南町 清水町 

令和２年 124 59 26 16  7  5  7  4  

令和元年 159 85 18 16  15  6  14   5  

増  減 －35 －26  ＋8   0 －8 －1 －7 －１ 
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主 な 出 火 原 因 （単位：件）  
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住宅用火災警報器を設置した効果 
 

住宅用火災警報器が設置されている場合は、設置されていない場合に

比べ、死者数と焼損床面積は半減、損害額は約４割減少しています。 

 

家庭の火災予防対策 
 

 

・家の周りに燃えやすいものを置かない。  

・寝たばこ、タコ足配線を絶対にしない。  

・こんろを使用しているときにその場を離れない。 

  

【問合せ先】 

駿東伊豆消防本部 消防部予防課 ＴＥＬ055-920-9101 

駿東伊豆消防本部 

マスコットキャラクター 

「駿太」 

設置する場所 
 

子ども部屋や高齢者の居室など、 

就寝に使われている部屋に取り付けましょう！ 
●寝室・階段への取り付けは義務付けられています。 

●義務ではありませんが、台所への取り付けもおすすめします。 

煙式または熱式 

※任意設置 

 

煙式 

煙式 

煙式 

子 ど も 部 屋 （ 寝 室 ） 主寝室 

階段 

台所 居間 


